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【誤訳訂正書】
【提出日】平成29年5月15日(2017.5.15)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００８５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００８５】
　加えて、好ましい実施態様では、不揮発性メモリ153は、監視/制御システムと通信しな
くても、充電/通信システムによる一部の最初のスタートアップ機能の実行を可能にする
プログラミングを保存する。特に、メモリ153は、「単独準備モード」の動作において、
充
電/通信システムのみを用いて植え込み時に植え込み装置の試験を可能にするルーチンを
含み得る。この場合、医師がポンプを手動で始動することができるボタンを設けることが
でき、ディスプレイ159を使用して、ポンプ輸送セッションが正常に行われているか否か
をフィードバックする。また、充電/通信システムのディスプレイ159を使用して、医師に
よる植え込み装置、流入カテーテル、又は流出カテーテルの位置の調整に役立つように設
計されたエラーメッセージを表示することができる。これらの機能は、好ましくは、植え
込み装置の最初の植え込みの後に無効にされる。
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